○西蓮寺伽藍景観
西蓮寺の伽藍
　橋津部落中央より南寄、旧藩倉の左後方にあって、谷を隔てて実相寺と南北相対している。門前左側に大きい湧泉井戸があって年中水のかれたことがない。山門をくぐると、前庭に雌雄のイチョウの老幹が左右に佇立し、門の左側が鐘楼、右の雌イチョウの後に雄大な石地蔵が仰がれる。山門からの目通りに本堂、本堂の左側が庫裡、方丈、客殿兼備の大宇、渡り廊下で本堂に通ずる。庫裡の東南両面庭園で、ここから近く馬ノ山の派生丘陵、４号古墳が望まれ、通風採光満点、本堂の後と右門前は一群の墓所という伽藍配置で静閑なたたずまいである。
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